
期日：平成２５年７月３１日（水）
場所：鶴岡市温海庁舎　６階大会議室
　　　山形自動車道櫛引パーキングエリア
平成２５年度　第２回温海地域審議会　会議録
○期　日　　　平成２５年７月３１日（水）午後１時３０分～午後４時５０分
○場　所　　　鶴岡市温海庁舎　６階大会議室及び山形自動車道櫛引パーキングエリア
○出席委員　　奥井厚委員、佐藤重夫委員、本間澄男委員、本間満委員、馬場充委員、柴田実委員、本間英機委員、五十嵐孝昭委員、佐々木眞人委員、五十嵐幸男委員、伊藤貢委員、
本間百子委員、榎本五郎治委員、佐藤眞紀子委員、斎藤徹委員、本間加知子委員
１６名
○欠席委員　　佐藤眞委員、加藤和民委員、佐藤容介委員　３名
○市側出席者　

<温海庁舎>
　　　　　　　総務企画課長 本間節子、総務企画課主幹 石塚みさ、
建設部温海建設事務室長 庄司又兵衛、総務地域振興主査 五十嵐浩一、
総務地域振興専門員 本間由縁

総務企画課主事 齋藤亮

<本　所>　地域振興課専門員 前田哲佳
○次　第　

１．開　会

２．あいさつ
３．協　議 
　（１）日沿道全線開通に向けた地域振興策について

　（２）その他

４．視察研修

　　高速道におけるパーキングエリアの現状
５．閉　会
１．開　会（午後１時３０分）
○本間総務企画課長　ただいまから「平成２５年度第２回温海地域審議会」を開会いたします。
本日の出席状況でございますが、当審議会委員の人数は１９名であり、本日出席が１６名で過半数を超えておりますので、「地域審議会の設置に関する協議書」第７条に定めております開会要件を満たしていることをご報告申し上げます。
２．あいさつ
○奥井厚会長　皆さん大変ご苦労様です。何かとお忙しい中とは思いますが第２回地域審議会にご出席いただきありがとうございます。天候のほうも梅雨明けを期待しているわけですが、なかなか梅雨明けできない状況で、まだまだ各方面豪雨の被害も出ているという状況ですし、海水浴シーズンになっても梅雨が明けないということはもうすぐお盆も近づいておりますし、海水浴を期待している方々は大変な状況ではないかと思っています。早く梅雨が明けることを期待しているところです。今日は２回目ということで、審議会の中でサービスエリアの話が出ておりまして、それを今日視察するということにしております。振興策も各委員の皆さんからご意見をいただきながらまとめてまいりたいと考えておりますので、活発な審議会になりますことをお願いしましてごあいさつに代えさせていただきます。
３．協議
（１）日沿道全線開通に向けた地域振興策について
○奥井厚会長　視察の前に若干の協議を行いたいと思います。（１）の日沿道全線開通に向けた地域振興策について事務局より提案をお願いします。
　　－　資料説明：【日沿道全線開通に向けた地域振興策について】

説明者：五十嵐総務地域振興主査
○奥井厚会長　事務局から提言に向けて各項目毎に提案がありました。皆さんからご意見がありましたらお願いします。五十嵐幸男委員お願いします。

○五十嵐幸男委員　基本的なことですが、サービスエリアは誰が主体となって整備するものなのですか。
○五十嵐総務地域振興主査　高速道路の整備については道路公団が行うもの、新直轄方式で行うものがあるわけですが、日沿道については新直轄方式となりますので、設置主体としては地元の自治体となると想定されます。この後櫛引のパーキングエリアを見ていただきますが、いろいろ苦労もあったようですので現地でお聞きいただければと思います。
　○奥井厚会長　その他何でも結構ですが、魅力ある温海のまちづくりについて４つの項目にまとめてありますが、この辺についてご意見ございませんか。斎藤徹委員お願いします。

　○斎藤徹委員　今事務局より今までの経緯と４つの提言についてまとめをお聞きしたわけですが、今後市長に提言をしていく中で、全部というわけにはいかないと思います。どのような日程で進むのか。この後住民懇談会という予定もあるようですが、どのように絞り込んでいくのかお聞きしたいと思います。

○五十嵐総務地域振興主査　この後住民懇談会について説明させていただきますが、次回の地域審議会については東大の堀先生がいらっしゃるということで、その中であつみ温泉の賑わいづくりに関した住民懇談会が開催されるということで、地域審議会の委員の皆さんからも出席をいただきたいと考えております。この住民懇談会を経て意見を整理したうえで１１月頃になると思いますが、事務局から提言の案を示させていただきたいと思います。その後皆さんの意見を頂戴しながら１２月に提出ということになろうかと思います。少し時間が開きますが、１０月には市長・市議選も予定されておりますのでご理解いただきたいと思います。なお、この間については文書などを用いて皆さんと情報交換してまいりたいと思います。
　
○奥井厚会長　本間加知子委員お願いします。

○本間加知子委員　私も認識不足なのですが、インターチェンジの場所は確定しているのでしょうか。トンネルが続くという話ですが、山間にできるのか、それとも前回お話したように海が見えるところに出来るのかお聞きしたいと思います。
○五十嵐総務地域振興主査　現在のところインターチェンジは鼠ケ関に１箇所設置される見込みです。サービスエリアについては設置される、されないも含めて不透明な状況です。ただ設置されるとすれば相当の面積が必要なわけですので、おのずと絞られてくると思います。
○奥井厚会長　榎本五郎冶委員お願いします。
　○榎本五郎冶委員　先般２３日に日東道の基本的な説明会が９０人ほどの人を集めて行われたわけですが、市長はここ５年位を目処にして鼠ケ関のインターチェンジまでは通したいものだという思いもあるようですが、１３．５ｍの２車線の基本構想が説明されたわけですが、これから測量をして、トンネルなど掘削する土量、盛土、切土など計算のうえ設計されると思いますが、基本設計がいつ頃示されるのか、これにより夕陽が見えるサービスエリアの構想が出てくると思うのですが、設計はいつ頃できるのかその辺いかがでしょうか。

○庄司建設事務室長　昨日温海地区の国県道の期成同盟会を統合する総会があり、来賓として酒田河川国道事務所の道路担当の副所長がお見えになりました。その中で、ただいまお話があったように完成まで５年、６年という話もありますが、近年の高速道路の建設に要する年数についてお話しておりました。ただ距離による建設年数ということではなく、平均ですが１４．４年という歳月を要しているようです。用地の測量設計で６．４年、工事が８年ということでございました。２３日の説明会についてはこれから建設に向けて用地測量をしないと事業が進んでいかないということで、最初の作業に入らせていただくために土地関係者に対して説明会を開かせていただいたところです。その前に都市計画決定してから事業が始まっていきますが、都市計画決定は山形県で行っています。新潟県側は新潟県で決定しているということで、その場で図面を示させていただいて希望者には見ていただきました。あれはあくまでも想定している道路幅だけを示しているということで、これから実際測量に入ると若干ずれるかもしれませんし、法面などを加えると少し広くなっていくと思います。
　　先ほど残土の話が出ていますが、かなりの量の残土や石などが出てくると思われます。現在あつみ温泉インターチェンジのところに残土が山積みになっておりますが、あのような規模では済みませんし、山形県側は約７割が橋とトンネルということで、トンネルを掘った後の残土がかなり出てきます。その残土全てを高速道に使うには不可能な量ですし、処理する場所について相談を受けているところです。
　　高速道がどの辺を通るかといいますと、一番近いところで海から５００ｍ、遠いところで７００ｍということで山間部を通りますので、海は見えないのではないかと個人的には思います。

○奥井厚会長　その他何かありませんか。先ほどの説明の中で８月に１回、その後１１月の開催ということで、この後２回で提言をまとめるということですが、皆さんからご意見ありませんか。柴田実委員いかがですか。

○柴田実委員　まず櫛引のパーキングエリアを見てからのほうが話は進みやすいのではないかと思います。その経過などを聞いて、施設を見てからのほうがよいと思います。

○奥井厚会長　柴田実委員からご意見をいただきましたが皆さんいかがですか。五十嵐幸男委員どうぞ。
○五十嵐幸男委員　サービスエリアがメインだとすれば、資料でもインパクトのあるものを作りたいということになっているので、それじゃ温海でインパクトのあるものは何か、という事くらいは絞っておいたほうがいいのではないかと思います。工事計画の説明を聞くと海は見えないということなので、じゃ何をしようかということになると思いますが、素人考えですが鼠ケ関が近いとなれば魚がメインになるのではないか、魚だけではなく山もあるので山の幸、ということになるとその辺でインパクトのあるものを作るとしたらどのようなサービスエリアになるのか、ということくらいは皆さんから意見を集めておいたほうがよいのではないかと思うのですがいかがでしょうか。
○庄司建設事務室長　固定観念をもたれると困るのですが、あくまでも海が見えるかどうかというのは確約できません。もしかすると小岩川で見える場所があるかもしれません。あくまでも個人的な感覚ですので見えないとは断言はできません。
○五十嵐幸男委員　それでは見える場所を候補にするというのはどうでしょうか。

○佐藤重夫副会長　先ほど榎本委員からも発言がありましたが、市長も話されたとおり、事業を進める中で、県内の鼠ケ関インターチェンジまででき次第、全線開通しなくてもできた部分から供用開始するように働きかけをしたいということなのですが、そのようなことができるのですか。
○庄司建設事務室長　新潟側は北陸整備局で、山形県側は東北整備局で、ということで先日の立入り調査の説明会に所長も出席してあいさつしておりましたが、それぞれの整備局ごとに整備するということになりますので、できたところから供用開始できるということです。
○奥井厚会長　いろいろな話がされているようですが、先ほど話がありました８月２６日の地域振興ビジョンの住民懇談会の日程と合わせて審議会委員の皆さんも出席して審議会ということになるのかどうか、その辺の説明をお願いします。
○五十嵐総務地域振興主査　資料２ページにありますように、温海地域振興ビジョン策定にかかる住民懇談会ということで、あつみ温泉のまちづくりアドバイザーをお願いしております東京大学の堀教授が８月２６、２７日の両日お見えになるということで、２６日に各団体に案内して懇談会を開きたいということで、是非地域審議会の委員の皆さんからも入っていただきたいということです。ただ、案内先の団体と委員の方々と重複する方がおりますので、できれば地域審議会という位置づけで開催したいと考えておりますが、日程は動かないと思いますが、内容や対応については今後調整のうえ皆さんに案内させていただきたいと考えております。
○奥井厚会長　それでは住民懇談会に地域審議会の委員も出席するということでよろしいでしょうか。
　－　異議なし　－
○奥井厚会長　それでは８月２６日の住民懇談会には地域審議会の委員も出席するということで進めたいと思います。その他ありませんか。斎藤徹委員どうぞ。
○斎藤徹委員　住民懇談会に出席するということについては了解しましたが、この中で堀教授から講演をいただくことになっていますが、あつみ温泉の中でもこのメンバーはこれまでもかなりまちづくりに関して議論してきているはずなのです。またここでこの部分を大きく取り上げた場合にまとまるのかなという感じがします。活性化という点に絞りながら議論する必要があるのかなということを私自身も考えています。あつみ温泉の振興策については何度も堀教授から指導をいただいて議論している経過がありますし、少し絞りながら持っていく必要性があるのではないかと感じております。
○五十嵐総務地域振興主査　懇談会の内容については現在堀教授と詰めているところですが、一番の目的は近年堀教授が見えていなかったということもあり、ここ数年の進捗状況を評価いただくとともに、方向性の修正とか新たな方向性を示していただくことを考えております。
○斎藤徹委員　わかりました。
○奥井厚会長　その他皆さんからありましたらお願いします。ないようですので進ませていただきます。（２）その他事務局から何かありますか。

　　ないようですのでこれで協議を終了いたします。

４．視察研修

　　高速道におけるパーキングエリアの現状
「山形自動車道櫛引パーキングエリア」
　　　説明者：櫛引庁舎産業課　観光商工主査　松田重和
－　終了　－
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